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このたびは、弊社のレーザ溶接用スキャニングシステム GWM-STD/SHG/STD2-000 をお

買い求めいただきあ りがと う ございます。

本製品を正し くお使いいただくために、 この 「取扱説明書」 を最後までお読みください。
また、 ご覧になった後は大切に保管してください。

1. 本書の構成

本書は、 レーザ溶接用スキャニングシステム GWM-STD/SHG/STD2-000 の設置、 保守、

仕様について記載しています。 パソコン用アプリ ケーシ ョ ン 「SWDraw2」 で、 溶接を制

御する方法ついては、 SWDraw2 の取扱説明書を参照してください。

本書は、 以下の編によって構成されています。

• スキャナコ ン ト ローラ編

スキャナコン ト ローラの各部名称や、 機器の設置方法、 機器の保守方法、 仕様が記載
されています。

• スキャナヘ ッ ド編

スキャナヘッ ドの各部名称や、 機器の設置方法、 機器の保守方法、 仕様が記載されて
います。

• 保証について

• 住所一覧

2. ご注意

• Microsoft Windows は、 米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ

る登録商標または商標です。

• 本書に記載されている会社名、 製品名は、 それぞれ各社の商標または登録商標です。

• 本書の内容の一部、 または全部を無断で転記するこ とは禁止されています。

• 本書の内容については、 将来予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

• 本書の内容については万全を期しており ますが、 万一不可解な点や、 誤り、 お気付き
の点があ り ましたら、 ご購入先にご連絡ください。

• 本装置と組み合わせてご使用になる製品 （パソコンなど） の使用説明書も併せてお読
みください。

本書について
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3. 本書の表記方法について

ハー ド ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アの損害やエラーの発生を防止するために、 必ず
守っていただきたい情報を記載し ています。

特定のテーマに関する補足情報を記載し ています。

メ ニュー、 アイ コ ン、 ボタ ン、
ウ ィ ン ド ウ、 タ ブ

［］ で囲んで表記し ます。
（例） ［OK］ ボタ ンを選択し ます。

キーボー ド上のキー ＜＞で囲んで表記し ます。
（例） ＜ Tab ＞キーを押し ます。

参照先 『』 で囲んで表記し ます。
（例） 『第 8 章 3.2 　 パスワー ド を変更する』 （5 ページ） を参照し

て く だ さい。


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1. 安全上の注意

ご使用の前に、 この 「安全上の注意」 をよ くお読みになって、 正し くお使いください。

• こ こに示した注意事項は、 製品を安全にお使いいただき、 使用者や他の人々への危害
や損害を未然に防止するためのものです。 いずれも安全に関する重要な内容ですの
で、 必ずお読みください。

• 表示の意味は、 次のよ うになっています。

第 1 章 特に注意していただきたいこ と

取り扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う危険が切迫し て生じ る こ
とが予想される もの。

取り扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される もの。

取り扱いを誤った場合、 人が傷害を負う危険が想定される ものおよび物的損
害の発生が想定される もの。

「禁止」 を表し ます。 製品の保証範囲外の行為についての警告です。

製品をお使いになる方に、 必ず行ってほしい行為を表し ます。

△記号は、 危険 • 警告 • 注意を促す内容がある こ と を表し ます。
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装置の分解 ・ 修理 ・ 改造は絶対にし ない
感電や発火のおそれがあ り ます。 取扱説明書に記載されている メンテナンス以外のこ とは
しないでください。

ビームを見た り触れた り し ない
直接光も散乱光も危険です。 また、 レーザ光が直接目に入る と失明するおそれがあ り ます。

装置の焼却、 破壊、 切断、 粉砕や化学的な分解を行わない
本製品には、 ガ リ ウムひ素 （GaAs） を含む部品が使用されています。

保護 メ ガネを着用する
装置を使用している場所では、 必ず保護メガネを着用してください。
保護メガネを着用しても、 保護メガネを通してレーザ光が直接目に入る と失明するおそれ
があ り ます。 保護メガネはレーザ光を減衰するもので、 遮断できるものではあ り ません。

レーザ光を人体に照射し ない
やけどをしますので絶対におやめください。

電源ケーブル ・ 接続ケーブル類を傷つけない
踏みつけたり、 ねじったり、 引っ張ったり しないでください。 ケーブルが破損する と、 感
電 ・ シ ョート ・ 発火の原因とな り ます。
修理や交換が必要なと きは、 お買い上げの販売店または弊社までご連絡ください。

指定されたケーブル類を確実に接続する
容量不足のケーブル類を使用したり、 接続の仕方が不十分だと、 火災や感電の原因とな り
ます。

光フ ァ イバは確実に接続する
接続の仕方が不十分だと、 やけどや火災の原因とな り ます。

異常時には運転を中止する
こげ臭い ・変な音がする ・非常に熱くなる ・ 煙が出る、 などの異常が現れたまま運転を続
ける と、 感電や火災の原因とな り ます。
すぐにお買い上げの販売店または弊社までご連絡ください。

ス ト ッパを使う
レーザ光が人に当たる と危険です。 メンテナンス時にレーザ光を出力する場合は、 ス ト ッ
パ ( 高温に耐える光の吸収 ・散乱体 ) を使い、 レーザ光がス ト ッパよ り先へ照射するのを防

いでください。
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作業用の衣服を着用する
保護手袋、 長袖の服、 革製の前掛けなどの保護具を着用してください。
飛散する散り ( スパッ タ ) が肌に直接当たる とやけどをします。

水をかけない
電気部品に水がかかる と、 感電やシ ョートのおそれがあ り ます。

し っかり し た場所に取り付ける
製品が倒れたり、 取り付けた場所から落ちたりする と、 けがの原因になり ます。

可燃物を置かない
レーザ照射時に発生する散り ( スパッ タ ) が、 可燃物に当たる と、 火災の原因とな り ます。

可燃物が取り除けない場合は、 不燃性のカバーで覆ってください。

消火器を配備する
溶接作業場には消火器を置き、 万一の場合に備えてください。

保守点検を定期的に実施する
保守点検を定期的に実施して、 損傷した部分 ・部品は修理してから使用してください。

レーザ光を燃えやすい物に照射し ない
引火性の高い物質や、 可燃物に照射しないでください。 発火するおそれがあ り ます。

接続プ ラグは、 ほこ り を取り、 根元まで確実に差し込む
ほこ りが付着していたり、 差し込み方が不十分だったりする と、 発熱し発火の原因とな り
ます。

プ ラグの抜き差しは、 プ ラグの根元を持って行う
コードの部分を引っ張って抜く と、 コードが破損して感電や発火の原因とな り ます。

毛布や布などをかぶせない
使用中に毛布や布などをかぶせないでください。 過熱して発火するこ とがあ り ます。
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2. 取扱上の注意

(1) レーザ光 ・ レーザ装置の取り扱いについて十分な知識と経験を有する方をレーザ安
全管理者と し て く ださい。

レーザ安全管理者は、 レーザ装置のキースイ ッチを管理し、 レーザ取扱作業者に対
して安全知識を周知させ、 作業指揮をと るよ うにして ください。

(2) レーザ光にさ ら されるおそれのある区域は、 囲いを設けるなど し て区画を し て く だ
さい。

また、 この区域は責任者が管理し、 関係者以外の方が入らないよ うに、 標識を明示
してください。

(3) 周囲温度 5 ～ 35 ℃、 周囲湿度 80%RH 以下の、 急激に温度が変化し ない場所で使

用し て く だ さい。 また、 次のよ う な場所での使用は避けて く だ さい。

・ ちり、 ほこ り、 オイルミ ス トの多いと ころ

・ 振動や衝撃の多いと ころ

・ 薬品などを扱う と ころ

・ 強いノ イズ発生源が近くにある と ころ

・ 結露するよ うなと ころ

・ CO2 NOx SOx などの濃度が高い雰囲気中 （CO2 濃度 0.1% 以上の場所では、 イ

オン交換樹脂の寿命が短くなる場合があ り ます。）

(4) 寒冷時に、 暖房始動時などの急激な温度変化があ り ますと、 レンズ表面が結露し、
ゴ ミ が付着し た り く も りが生じ た り し ます。 急激な温度変化は避けて く だ さい。 ま
た始動時から出力が低下し ている場合は、 結露し ているおそれがあ り ます。 ただち
に使用を中止し て く だ さい。 も し、 結露の疑いがある場合は、 レンズ表面をチ ェ ッ
ク し て く だ さい。

(5) 製品外部の汚れは、 柔らかい布または水を少し含ませた布で拭いて く だ さい。 汚れ
がひどいと きは、 中性洗剤を薄めたものか、 アルコールで拭き取って く ださい。 シ
ンナーやベンジンなどは、 変色や変形のおそれがあるので、 使用し ないで く ださい。

(6) 本体内部にネジなどの異物を入れる と、 故障の原因と な り ますのでおやめ く ださい。

(7) 本機は、 この取扱説明書に記載されている方法に従って操作し て く だ さい。

(8) パソ コ ン と スキャナコ ン ト ローラの接続中は、 スキャナコ ン ト ローラの電源を OFF
にし ないで く だ さい。

(9) パソ コ ンを接続し ている場合、 パソ コ ンからのオフ ラ イ ン処理後、 約 15 秒間はパ

ソ コ ンから メ モ リ カー ドへのアクセスを行います。 この間はスキャナコ ン ト ローラ
の電源を OFF にし ないで く だ さい。

(10) パソ コ ンを接続し ている場合、 スキャナコ ン ト ローラの電源を OFF にするまでは、

絶対に USB ケーブルを抜かないで く だ さい。

(11) 安定し たスキャニングを行う ために、 電源を入れてから約 10 ～ 30 分間はアイ ド リ

ングし て く だ さい （アイ ド リ ング時間は、 気温やワークの材質によ って変わり ま
す）。

(12) メ モ リ カー ドは、 必ず弊社から購入し たものを使用し て く だ さい。 市販のメ モ リ
カー ド を使用する と、 正常に動作し ないこ とがあ り ます。
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(13) メ モ リ カー ドは、 必ずスキャナコ ン ト ローラの電源を OFF にし て抜き差し し て く

だ さい。 電源が ON の状態で抜き差しする と、 データが失われた り、 メ モ リ カー ド

が使用できな く なる恐れがあ り ます。

(14) メ モ リ カー ドのデータは、 定期的にバッ クア ッ プ し て く だ さい。 メ モ リ カー ドの
データが壊れる と、 正常にスキャニングできな く なった り、 装置が起動できな く
なった りする恐れがあ り ます。

(15) メ モ リ カー ド コネク タの抜き差し回数耐久性については、 コネク タ メ ーカーの公称
値によ り ます （10000 回）。

(16) レーザを使用する区域に管理者や作業者が立ち入る場合は、 MPE* 値以下と なるよ

う な危険防止策が必要です。
*MPE ： 最大許容露光量。 レーザ光が目に入った り皮膚に当たった と きに許容でき

る安全なレベル。 Maximum Permissive Exposure の略。

＊ その他、 レーザ管理および MPE 値についての詳細は、 次の規格を参考にしてくださ

い。

日本産業規格 JIS C 6802 「レーザ製品の安全基準」

厚生労働省通達 基発第 0325002 号 「レーザー光線による障害の防止対策について」

3. 廃棄について

本製品には、 ガ リ ウムひ素 （GaAs） を含む部品が使用されています。 廃棄する場合に

は、 一般産業廃棄物や家庭ごみと分別し、 関係法令に従って廃棄処理を行ってください。



 

10

GWM-STD/SHG/STD2-000

本製品は、 光ファイバで伝送されたレーザ光の出射部に、 デジタルスキャナを使用する
こ とで、 高速スポッ ト レーザ溶接システムを実現する装置です。

レーザ装置 ML シ リーズと組み合わせるこ とで、 高速多点溶接を高安定 ・高品質で行う

こ とができます。

フ ィードバッ クレーザの特長である波形制御機能、 高速なスケジュール切替機能に加え、
高精度 ・高速にビーム走査が可能なガルバノスキャナ光学系によ り、 同一材質への多点
溶接はもちろんのこ と、 同一ワーク内の異なる材質への多条件溶接に対しても、 高品
質 ・高安定 ・高速な溶接を行う こ とができます。

• 高安定 ・ 高速多点スポ ッ ト 溶接

最大レーザ繰り返し速度 227pps （パルス幅 0.4ms、 移動距離 1mm、 加工エリア φ100
レンズ） を実現します。 ただし、 レーザ装置の最大定格を超える使用はできません。

• 高安定 ・ 高速シーム溶接

最大レーザ繰り返し速度 5000pps(*1) または CW による高速シーム溶接を実現しま

す。 ただし、 レーザ装置の最大定格を超える使用はできません。

*1: 2009 年 5 月現在。 この値は接続するレーザ装置の能力による。

• 高安定 ・ 高速多条件スポ ッ ト 溶接

同一ワーク内の異なる材質や異なる厚さに対応できる多条件スポッ ト溶接が、 パワー
フ ィードバッ クレーザ装置の機能 （波形制御機能、 高速スケジュール切替機能） によ
り、 容易に実現します。

• 高精度ビーム走査性能

デジタルスキャナを使用するこ とで、 温度ド リ フ トの軽減、 繰り返し位置精度向上と
いったスキャナ性能アップが図れます。

• 顧客用途に適応し たシステム構築

レーザ装置 ML シ リーズと組み合わせるこ とによ り、 微細な溶接システムから銅材接

合などの高出力用途へ容易にシステム構築が可能です。

• マルチスキャナ溶接

GWM-STD/SHG は最大 3 台までスキャナヘッ ドを同時に制御できます。 （GWM-
STD2-000 は 1 台のみ）

第 2 章 特長
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1. 全体構成

第 3 章 システム構成
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2. 各部の名称とはたら き

2.1. 正面

(1) LASER CONTROL ボタ ン

制御方式を切り替えます。

ON にする と、 スキャナコン ト ローラによる制御とな り ます。

OFF にする と、 レーザ装置単独での動作とな り ます。

(2) メ モ リ カー ド スロ ッ ト

スキャニングデータの読み込みや保存を行います。

メモ リ カードを挿入する と、 装置を操作できる状態になり ます。

(3) ACCESS イ ンジケータ

メモ リ カードにアクセスしている と きに点灯します。

(4) パネルイ ンジケータ

各インジケータは、 装置が以下のと きに点灯します。

メ モ リ カー ドは、 必ず電源スイ ッ チを OFF にし て抜き差し し て く だ さい。 電源

スイ ッ チが ON の状態で抜き差しする と、 データが失われた り、 メ モ リ カー ド

が使用できな く なるおそれがあ り ます。
データ を失わないために、 定期的にバッ クア ッ プを と る こ と をおすすめし ます。
（詳細については、 『第 10 章 3. バッ クア ッ プ用リ チウム電池の交換 (61 ページ

)』 参照） また、 メ モ リ カー ドは、 必ず弊社から購入し たものを使用し て く だ さ

い。 市販のメ モ リ カー ド を使用し た場合、 正常に動作し ない可能性があり ます。

ACCESS イ ンジケータ点灯中は、 電源スイ ッ チを OFF にし ないで く だ さい。

点灯中に電源スイ ッ チを OFF にする と、 データが失われた り、 メ モ リ カー ドが

使用できな く なるおそれがあ り ます。

POWER 装置の電源が入っている

READY レーザ装置の LD （HV） が点灯し、 スキャニングできる状態になっている
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(5) RS-232C コネク タ

外部通信を行う場合に使用します。

(6) EXT.I/O(1) ～ (4)-USER コネク タ

外部から本装置を制御するための入出力信号用コネクタです。

2.2. 背面

(1) HEAD1 ～ 3 I/F コネク タ

ヘッ ド制御外線ケーブルでスキャナヘッ ド と接続します。

使用しないコネクタには、 ヘッ ド短絡コネクタを接続してください。

(2) EXT.I/O(3)-LASER コネク タ

本装置からレーザ装置を制御するための入出力信号用コネクタです。

EXT.I/O(3)-LASER 用ケーブルでレーザ装置の EXT.I/O(3) コネクタ と接続します。

(3) SCANNER1 ～ 3 コネク タ

スキャナケーブルでスキャナヘッ ド と接続します。

SHUTTER レーザ装置内の共振器シャ ッ タが開いている

LASER スキャニングし ている

GUIDE ガイ ド光が点灯し ている

TROUBLE 異常が発生し ている

GWM-STD/SHG

GWM-STD2-000
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(4) USB コネク タ

パソコンとの通信用コネクタです。

パソコンとデータの送受信を行う場合に使用します。

USB ケーブルでパソコンと接続します。

(5) POD コネク タ

レーザ装置との通信用コネクタです。

RS-485 ケーブルでレーザ装置の RS-485(1) コネクタ と接続します。

(6) EXT.I/O(1)/(2)-LASER コネク タ

本装置からレーザ装置を制御するための入出力信号用コネクタです。

EXT.I/O(1)/(2)-LASER 用ケーブルでレーザ装置の EXT.I/O(1)/(2) コネクタ と接続

します。

(7) 電源スイ ッ チ

ON にする と、 装置の電源が入り ます。

OFF にする と、 電源が切れて装置が停止します。

(8) 電源コネク タ

電源ケーブルを接続します。

(9) AXIS.I/O コネク タ

搬送制御するための入出力信号用コネクタです。
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1. 開梱

1.1. 梱包箱の運搬

1.2. 梱包物の確認

梱包物が次の一覧と一致するか、 ご確認ください。

第 4 章 設置

梱包箱を運搬する際は、 台車を使用するか、 2 人以上で運んで く だ さい。

寸法 質量 （梱包物含む）

スキャナコ ン ト ローラ
用梱包 （付属品を含む）

約 661 （H） ×601 （W） ×494 （D） mm 約 8kg

品名 数量

スキャナコ ン ト ローラ 1

EXT.I/O(1)-LASER 用ケーブル 1

EXT.I/O(2)-LASER 用ケーブル 1

EXT.I/O(3)-LASER 用ケーブル 1

RS-485 ケーブル 1

ヘ ッ ド制御外線ケーブル 1× （分岐数）

スキャナケーブル 1× （分岐数）

USB ケーブル 1

電源ケーブル 1

GWM シ リーズ取扱説明書 CD-ROM 1

SWDraw2 取扱説明書 CD-ROM 1

PC ソ フ ト SWDraw2 1

ヘ ッ ド短絡コネク タ 2
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2. 機器の設置

2.1. 設置条件

以下の図を参考に、 スキャナコン ト ローラを設置する場所を決めます。放熱効果を高める
ため、 周囲の壁から離れた場所を選択してください。

このと き、 装置の前部は開放してください。

必要な設置間隔と耐質量

2.2. 機器の接続

パソコンとスキャナコン ト ローラを接続する場合は、 ド ライバのインス トールが必要で
す。 ド ライバのインス トールについては、 SWDraw2 の取扱説明書を参照してください。

2.3. アースの接続

電源ケーブルのアースを必ず取ってください。

A 　 上部間隔 300mm 以上

B 　 左右間隔 300mm 以上

C 　 後部間隔 300mm 以上

D 　 質量 約 6.9kg

吸気／排気 左側面／右側面

（前部）（後部）

B

B

C

A

（前部）（後部）

（下部）

（上部）

D
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1. 装置の起動手順

起動前に以下の点を確認してください。

• レーザ装置、 スキャナコン ト ローラ、 パソコンの電源が OFF になっているこ と

• レーザ装置、 スキャナコン ト ローラ、 パソコンが USB ケーブルで接続されているこ と

• スキャナコン ト ローラにメモ リ カードが正常に差し込まれているこ と

1 レーザ装置の電源を ON にし ます。

2 レーザ装置の CONTROL キースイ ッ チを
ON にし ます。

3 レーザ装置の充電が完了し、 操作パネル
に 0.5 秒間 「READY!!」 が表示され、 前
回終了時の画面になるまで待ちます。

4 スキャナコ ン ト ローラの電源を ON にし
ます。 パネルイ ンジケータがすべて点灯
し、 自己診断が開始されます。

5 自己診断が終了する と、 POWER イ ンジ
ケータ だけが点灯し ます。 点灯を確認し
てから、 次の操作に進みます。

第 5 章 装置の起動と終了

SWDraw2 を起動する と きは、 他の

アプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了し
て く だ さい。

自己診断中やデータ保存中は、
ACCESS イ ンジケータが点灯し ま

す。 ACCESS イ ンジケータ点灯中

は、 メ モ リ カー ド を抜いた り、 電
源を OFF にし た り し ないで く だ さ

い。 データが破損し て、 メ モ リ
カー ドが使用できな く なるおそれ
があ り ます。
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6 パソ コ ンを起動し ます。
パソ コ ンの起動完了を確認し てから、
次の操作に進みます。

7 パソ コ ンのデスク ト ッ プにある ［SW 
Draw2］ アイ コ ンを選択し て、 アプ リ
ケーシ ョ ン 「SWDraw2」 を起動し ま
す。
「SWDraw2」 が起動する と作図画面が
表示されます。

8 作図画面の状態表示欄で、 正常に接続
されている こ と を確認し ます。
タ イ ト ルバーに 「オン ラ イ ン」 と表示
されれば、 スキャナコ ン ト ローラ とオ
ン ラ イ ンの状態です。

以上で、 装置が起動できました。
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2. 装置の終了手順

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［コ ン ト
ロール］ を選択し ます。
［コ ン ト ロール］ 画面が表示されます。

2 ［HV］ または ［LD］ の表示が 「ON」 に
なっている場合は、 ［HV OFF］ または
［LD OFF］ ボタ ンを押し ます。

3 停止動作中は、 スキャナコ ン ト ローラの
READY イ ンジケータが点滅し、 作図画
面に冷却中メ ッ セージが表示されます。
なお、 READY イ ンジケータの点滅時間
は、 レーザ装置の電流値によ り異な り ま
す。 （最大 300 秒）

4 HV または LD の停止が完了する と、 ス
キャナコ ン ト ローラの READY イ ンジ
ケータが消灯し ます。
作図画面の冷却中 メ ッ セージが消えま
す。

スキャナコ ン ト ローラの READY イ

ンジケータが点滅し ている間、 また
は作図画面に冷却中メ ッ セージが表
示されている間は、 電源を OFF にし

ないで く だ さい。
停止動作中に、 電源を OFF にする

と、 レーザ装置の寿命が著し く 低下
し ます。

タ イ ト ルバーに 「オン ラ イ ン」 と表
示されている間は、 電源を OFF にし

ないで く だ さい。
「オン ラ イ ン」 と表示中に電源を
OFF にする と、 メ モ リ カー ドのデー

タが失われ、 装置を起動できな く な
る可能性があ り ます。

［HV OFF］ *
ボタ ン

* 上の画面は ML-2450A を例と し た画面です。 ML-6**** では、

 ［HV］ ［HV OFF］ は ［LD］ ［LD OFF］ と表示されます。
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5 ［コ ン ト ロール］ 画面の ［オフ ラ イ ン］
ボタ ンを押し ます。

6 ［閉じ る］ ボタ ンを押し て、 ［コ ン ト ロー
ル］ 画面を閉じ ます。

7 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［アプ リ
ケーシ ョ ンの終了］ を選択するか、 画面
右上の ［×］ ボタ ンを押し て、
「SWDraw2」 を終了し ます。

8 ス ター ト メ ニューから ［Windows の終了
（U）］ を選択し て Windows を終了し、 パ
ソ コ ンの電源を OFF にし ます。

9 スキャナコ ン ト ローラの電源を OFF にし
ます。

10 レーザ装置の CONTROL キースイ ッ チを
OFF にし ます。

11 レーザ装置の電源を OFF にし ます。

以上で、 装置を終了できました。

［オフ ラ イ ン］ ボタ ン

［閉じ る］ ボタ ン

［×］ ボタ ン
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1. ピンの配置と機能

1.1. 外部入出力 （EXT. I/O (1)-USER）

装置側コネクタ ： D-Sub 37pin メ ス

ユーザ側コネクタ ： D-Sub 37pin オス  M2.6

第 6 章 イ ン タ フ ェース

準備完了 (out)

LD/HV 入 (out)

異常 (out)

モニ タ終了 (out)

モニ タ正常 (out)

モニ タ異常 (out)

外部入力受付可能 (out)

ラ ンプ投入上限／レーザ出力中 (out)

スキャニング中 (out)

スキャニング可能 (out)

出力 COM

出力 COM

0V 出力

+24V 出力

外部信号電源入力

外部信号コ モン入力

LD(HV)-ON/OFF(in)

エラーリ セ ッ ト (in)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

(in) スキャ ンス ター ト

(in) スキャ ンス ト ッ プ

(in) ガイ ド光 ON/OFF

(in) 制御切替

(in) ビーム選択 1

(in) ビーム選択 2

(in) ビーム選択 3

入力 COM

入力 COM

入力 COM

入力 COM
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1.1.1. 入力信号

*1: 本信号は、 パソコンの操作画面または EXT.I/O(1)-USER の制御切替入力で 「リモート 」 を選択して

いる場合に有効とな り ます。 「ローカル」 選択時は無効です。

ピン No. 信号名 信号の説明

16 外部信号電源入力
外部信号電源入力端子です。入力信号回路に合わせ
て 14 番ピン、 または 15 番ピンを接続します。

17 外部信号コ モン入力
外部信号コモン入力端子です。 入力信号回路に合わ
せて 15 番ピン、 または 14 番ピンを接続します。

18 LD(HV)-ON/OFF 閉路する と LD(HV) が ON になり、 開路する と

LD(HV) が OFF になり ます。

19 エラーリ セ ッ ト
（ ト ラ ブルリ セ ッ ト ）

閉路入力で、 異常出力が解除されます。

20 スキャ ンス ター ト
（レーザス ター ト ） *1 閉路でレーザ光を出力します。

21 スキャ ンス ト ッ プ
（レーザス ト ッ プ） *1 開路でレーザ光の出力を停止します。

22 ガイ ド光 ON/OFF 閉路の立ち上がりエッジでガイ ド光が点灯、 開路
の立ち下がりエッジで消灯します。

23 制御切替
COM 間を閉路している間、 リモートモードにな

り、 外部入力信号が有効になり ます。

24 未使用 何も接続しないでください。

25 ビーム選択 1
COM 間を閉路する と入射ユニッ ト 1 が選択され、

入射ユニッ ト 1 からのレーザ光の出力が可能にな

り ます。

26 ビーム選択 2
COM 間を閉路する と入射ユニッ ト 2 が選択され、

入射ユニッ ト 2 からのレーザ光の出力が可能にな

り ます。

27 ビーム選択 3
COM 間を閉路する と入射ユニッ ト 3 が選択され、

入射ユニッ ト 3 からのレーザ光の出力が可能にな

り ます。

28 未使用 何も接続しないでください。

29 未使用 何も接続しないでください。

30 未使用 何も接続しないでください。

31 未使用 何も接続しないでください。

32 未使用 何も接続しないでください。

33 未使用 何も接続しないでください。

34 入力 COM 入力信号用の共通端子です。

35 入力 COM 入力信号用の共通端子です。

36 入力 COM 入力信号用の共通端子です。

37 入力 COM 入力信号用の共通端子です。
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1.1.2. 出力信号

出力形式 ： オープンコレクタ出力

出力定格 ： DC24V 70mA max

*1: 本信号は、 スキャニング中やメモ リ カードへの書き込み中は開路します。

*2: ML-6040A/6700B/6810B の場合、 閉路時間は 20ms とな り ます。

ピン No. 信号名 信号の説明

1 準備完了
LD または HV が ON になり、 レーザ出力が可能に

なる と、 閉路します。

2 LD(HV) 入 LD または HV が ON の間、 閉路します。

3 異常
異常が発生する と、 ト ラブルリセッ ト されるまで
開路出力します。

4 モニ タ終了 *2 レーザ出力後 40ms 間閉路します。 レーザ装置の

終了信号と同じです。

5 モニ タ正常 *2
レーザエネルギーのモニタ値が、 MONITOR 画面

で設定した 「HIGH」 「LOW」 の値の範囲内にある

と き、 40ms 間閉路します。

6 モニ タ異常 *2
レーザエネルギーのモニタ値が、 MONITOR 画面

で設定した 「HIGH」 「LOW」 の値の範囲から外れ

たと き、 40ms 間閉路します。

7 未使用 何も接続しないでください。

8 外部入力受付可能

外部入力信号を受付可能な状態 （23 番ピンと

COM 間が閉路のと き） になる と、 閉路します。 開

路の状態では、 外部入力信号が入力されても受け
付けられません。

9

（YAG (SHG) レーザ装置の

場合）

ラ ンプ投入上限

ランプ投入電力が、 「REFERENCE SETTING」 で

設定した値を超えた場合、 開路します。

（フ ァ イバレーザ装置の

場合）

レーザ出力中 ( 表示灯用 )

レーザが出力している間、 閉路します。
レーザ出力中に表示灯を点灯するこ とを目的と した
信号です。 タイ ミ ング制御に使用しないでくださ
い。

10 スキャニング中 スキャニング中に閉路します。

11 スキャニング可能 *1 スキャニングが可能になる と、 閉路します。

12 出力 COM 出力信号用の共通端子です。

13 出力 COM 出力信号用の共通端子です。

14 0V 出力
出力信号用電源です。
他の目的では使用しないでください。

15 +24V 出力
入力信号用電源です。
他の目的では使用しないでください。
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1.2. 外部入出力 （EXT. I/O (2)-USER）

装置側コネクタ ： D-Sub 25pin メ ス

ユーザ側コネクタ ： D-Sub 25pin オス  M2.6

1.2.1. 入力信号

ピン No. 信号名 信号の説明

15 未使用 何も接続しないでください。

16 未使用 何も接続しないでください。

17 時間分岐ユニ ッ ト 1
COM 間を閉路する と時間分岐ユニッ ト 1 が動い

て、 入射ユニッ ト 1 からのレーザ光の出力が可能

になり ます。

18 時間分岐ユニ ッ ト 2
COM 間を閉路する と時間分岐ユニッ ト 2 が動い

て、 入射ユニッ ト 2 からのレーザ光の出力が可能

になり ます。

19 未使用 何も接続しないでください。

20 未使用 何も接続しないでください。

21 未使用 何も接続しないでください。

22 未使用 何も接続しないでください。

23 未使用 何も接続しないでください。

24 未使用 何も接続しないでください。

25 未使用 何も接続しないでください。

共振器シャ ッ タ開放 (out)

分岐シャ ッ タ 1 開放 (out)

分岐シャ ッ タ 2 開放 (out)

分岐シャ ッ タ 3 開放 (out)

時間分岐ユニ ッ ト 1 ON(out)

時間分岐ユニ ッ ト 2 ON(out)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

(in) 時間分岐ユニ ッ ト 1

(in) 時間分岐ユニ ッ ト 2
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1.2.2. 出力信号

出力形式 ： オープンコレクタ出力

出力定格 ： DC24V 70mA max

ピン No. 信号名 信号の説明

1 共振器シャ ッ タ開放
（メ イ ンシャ ッ タ開放）

共振器シャッ タが開いている と き、 閉路します。
レーザ装置の機種によ り、 未使用の場合があ り ま
す。

2 分岐シャ ッ タ 1 開放 分岐シャッ タ 1 が開いている と き、 閉路します。

3 分岐シャ ッ タ 2 開放 分岐シャッ タ 2 が開いている と き、 閉路します。

4 分岐シャ ッ タ 3 開放 分岐シャッ タ 3 が開いている と き、 閉路します。

5 未使用 何も接続しないでください。

6 未使用 何も接続しないでください。

7 未使用 何も接続しないでください。

8 時間分岐ユニ ッ ト 1 ON 時間分岐ユニッ ト 1 が動作している と き、 閉路し

ます。

9 時間分岐ユニ ッ ト 2 ON 時間分岐ユニッ ト 2 が動作している と き、 閉路しま

す。

10 未使用 何も接続しないでください。

11 未使用 何も接続しないでください。

12 未使用 何も接続しないでください。

13 未使用 何も接続しないでください。

14 未使用 何も接続しないでください。
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1.3. 外部入出力 （EXT. I/O (3)-USER）

装置側コネクタ ： D-Sub 9pin メ ス

ユーザ側コネクタ ： D-Sub 9pin オス  M2.6

1.3.1. 入力信号

1.3.2. 出力信号

出力形式 ： オープンコレクタ出力

出力定格 ： DC24V 70mA max

*1: 非常停止出力信号がない仕様の装置で使用している場合、 非常停止出力信号は無効です。

ピン No. 信号名 信号の説明

2 非常停止入力

開路入力で、 レーザ光の出力が停止し、 LD(HV)
が OFF します。

パソコンでスキャニングする場合は、 常時閉路に
する必要があ り ます。

7 非常停止入力

開路入力で、 レーザ光の出力が停止し、 LD(HV)
が OFF します。

パソコンでスキャニングする場合は、 常時閉路に
する必要があ り ます。

ピン No. 信号名 信号の説明

1 非常停止出力 *1 非常停止する と、 開路します。

6 非常停止出力 *1 非常停止する と、 開路します。

非常停止出力 (out)

非常停止入力 (in)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(out) 非常停止出力

(in) 非常停止入力



 1. ピンの配置と機能

27

GWM-STD/SHG/STD2-000

6
章

　
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

ス
キ

ャ
ナ

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

編

1.4. 拡張外部入出力 （EXT. I/O (4)-USER）

装置側コネクタ ： D-Sub 15pin メ ス

ユーザ側コネクタ ： D-Sub 15pin オス  M2.6

1.4.1. 入力信号

ピン No. 信号名 信号の説明

2

レ イアウ ト 番号選択

レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 1)

3 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 2)

4 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 4)

5 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 8)

6 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 16)

7 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 32)

8 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 64)

9 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 128)

10 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 256)

11 レイアウ ト番号選択入力 ( バイナリ コード 512)

12 レ イアウ ト 番号確定
ス ト ローブ

閉路状態でレイアウ ト番号が確定します。

13 入力コ モン 入力信号用の共通端子です。

+24V 出力

レ イアウ ト 番号選択 BC 1(in)

レ イアウ ト 番号選択 BC 2(in)

レ イアウ ト 番号選択 BC 4(in)

レ イアウ ト 番号選択 BC 8(in)

レ イアウ ト 番号選択 BC 16(in)

レ イアウ ト 番号選択 BC 32(in)

レ イアウ ト 番号選択 BC 64(in)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

(in) レ イアウ ト 番号選択 BC 128

(in) レ イアウ ト 番号選択 BC 256

(in) レ イアウ ト 番号選択 BC 512

(in) レ イアウ ト 番号確定ス ト ローブ

(in) 入力コ モン

(out) レ イアウ ト 番号確定

0V 出力
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1.4.2. 出力信号

ピン No. 信号名 信号の説明

1 +24V 出力
入力信号用電源です。
他の目的では使用しないでください。

14 レ イアウ ト 番号確定 レイアウ ト番号確定で閉路 （ON） します。

15 0V 出力
出力信号用電源です。
他の目的では使用しないでください。
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1.5. 搬送制御入出力 （AXIS. I/O）

装置側コネクタ ： D-Sub 25pin オス

ユーザ側コネクタ ： D-Sub 25pin メ ス  M2.6

1.5.1. 入力信号

ピン No. 信号名 信号の説明

1 +24V 出力 外部 I/O 用の電源です。

2 未使用 何も接続しないでください。

3 未使用 何も接続しないでください。

4 未使用 何も接続しないでください。

5 未使用 何も接続しないでください。

6 未使用 何も接続しないでください。

7 未使用 何も接続しないでください。

8 動作完了入力 ACK 搬送制御動作を確認し、 スキャニング動作を再開
します。

9 未使用 何も接続しないでください。

10 DI コ モン 入力信号用の共通端子です。

19 0V 出力 DC+24V 出力の GND です。

20 未使用 何も接続しないでください。

24 未使用 何も接続しないでください。

25 未使用 何も接続しないでください。

+24V 出力

動作完了入力 ACK (in)

DI コ モン (in)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

(out) ス ト ローブ

0V 出力

(out)DO コ モン
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1.5.2. 出力信号

ピン No. 信号名 信号の説明

11 未使用 何も接続しないでください。

12 未使用 何も接続しないでください。

13 未使用 何も接続しないでください。

14 未使用 何も接続しないでください。

15 未使用 何も接続しないでください。

16 ス ト ローブ 搬送制御動作許可で ON になり ます。

17 未使用 何も接続しないでください。

18 未使用 何も接続しないでください。

21 DO コ モン 出力信号用の共通端子です。

22 未使用 何も接続しないでください。

23 未使用 何も接続しないでください。
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2. 接続例

2.1. 外部入出力 （EXT. I/O (1)-USER、 EXT. I/O (2)-USER）

2.1.1. 外部入力信号が接点入力の場合

TLP180

コントローラ内部　　　　　  EXT.I/O(1)-USERコネクタ

※+24V 100mA max.
この電源は入力信号以外
には、絶対に使用しない
でください。

10k

10k

10k

10k

10k

10k

10k

10k

DC24V

EXT.I/O(2)-USERコネクタ

１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５

D-Sub 37pin

D-Sub 25pin

0V出力
+24V出力
外部信号電源
外部信号 COM
LD(HV)-ON/OFF
エラーリセット
スキャンスタート
スキャンストップ　※通常閉
ガイド光ON/OFF
制御切替

ビーム選択１
ビーム選択２
ビーム選択３

入力COM
入力 COM
入力 COM
入力 COM

時間分岐ユニット１
時間分岐ユニット２

TLP180

TLP180

TLP180
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2.1.2. 外部入力信号がマイナス COM 入力の場合

2.1.3. 外部入力信号がプ ラス COM 入力の場合

2.1.4. 外部電源供給入力の場合

10k

10k

DC24V

１４
１５
１６
１７
１８

３１
３２
３３
３４

0V出力
+24V出力
外部信号電源
外部信号 COM

入力 COM

10k

10k

TLP180

TLP180

TLP180

TLP180

10k

10k

DC24V

１４
１５
１６
１７
１８

３１
３２
３３
３４

0V出力
+24V出力
外部信号電源
外部信号 COM

入力 COM

10k

10k

TLP180

TLP180

10k

10k

DC24V
１４
１５
１６
１７
１８

３１
３２
３３
３４

10k

10k

DC24V
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2.1.5. 外部出力信号の接続例

TLP197G

コントローラ内部　　　EXT.I/O(1)-USERコネクタ

EXT.I/O(2)-USERコネクタ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４

D-Sub 37pin

D-Sub 25pin

準備完了（READY）
LD ( H V )入
異常（TROUBLE）
モニタ終了（END）
モニタ正常（NORMAL）
モニタ異常（LOW･HIGH）

外部入力受付可能

スキャニング中
スキャニング可能
出力COM
出力 COM

共振器シャッタ 開放
分岐シャッタ１ 開放
分岐シャッタ２ 開放
分岐シャッタ３ 開放

時間分岐ユニット1 ON
時間分岐ユニット2 ON

DC24V

RY

RY

RY

※

※

TLP197G

TLP197G

TLP197G

TLP197G

※入力電源の極性は、＋・－
　どちらでもかまいません。

出力形式 ： フ ォ ト MOS リ レー形式
出力定格 ： DC24V 20mA max.
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2.2. 外部入出力 （EXT. I/O (3)-USER）

RY

EXT.I/O(3)-USERコネクタ

コントローラ内部 +24V 7

2
非常停止



 2. 接続例

35

GWM-STD/SHG/STD2-000

6
章

　
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

ス
キ

ャ
ナ

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

編

2.3. 拡張外部入出力 （EXT. I/O (4)-USER）

2.3.1. DC24V ソース出力型 PLC と接続する場合
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2.3.2. 接点信号を使用する場合
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2.3.3. オープン コ レ ク タ信号を使用する場合
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3. タ イムチャー ト

3.1. 正常時 （単一分岐）

*1 レイアウ ト番号の設定範囲は 「1」 ～ 「1023」 です。 「0」 を設定する と 「1」 と して処理さ

れます。

*2 レイアウ ト番号確定ス ト ローブ入力の立上りエッジで、 レイアウ ト番号が確定します。

レイアウ ト番号確定ス ト ローブ入力は、 外部入力受付可能が ON、 かつ、 レーザ出力中が

OFF の期間に有効とな り ます。

*3 制御切替は、 パソコンまたは EXT.I/O(1)-USER の制御切替入力でも設定可能です。

*4 レーザ出力は、 装置の状態を示しています。 その他の信号は、 I/O の信号を示しています。

*5 準備完了出力は、 スキャニング可能出力が OFF のと きに OFF になり ます。
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3.2. 正常時 （時間 2 分岐）

*1 レイアウ ト番号の設定範囲は 「1」 ～ 「1023」 です。 「0」 を設定する と 「1」 と して処理さ

れます。

*2 レイアウ ト番号確定ス ト ローブ入力の立上りエッジで、 レイアウ ト番号が確定します。

レイアウ ト番号確定ス ト ローブ入力は、 外部入力受付可能が ON、 かつ、 レーザ出力中が

OFF の期間に有効とな り ます。

*3 制御切替は、 パソコンまたは EXT.I/O(1)-USER の制御切替入力でも設定可能です。

*4 レーザ出力は、 装置の状態を示しています。 その他の信号は、 I/O の信号を示しています。

*5 準備完了出力は、 スキャニング可能出力が OFF のと きに OFF になり ます。
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3.3. データ異常時 （レ イアウ ト 未登録異常時）

*1 レイアウ ト番号確定ス ト ローブ入力から 1 秒経ってもレイアウ ト番号確定が出力されない場

合は、 レイアウ ト未登録異常です。

*2 レーザ出力は、 装置の状態を示しています。 その他の信号は、 I/O の信号を示しています。

*3 準備完了出力は、 スキャニング可能出力が OFF のと きに OFF になり ます。
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4. RS-232C 通信機能

4.1. 概要

本装置は、シ リ アル通信を使って情報を転送し、外部に接続したパソコンからスケジュー
ルを設定したり、 読み出したりするこ とができます。

シ リ アル通信とは、 データ通信の一種で、 送受信各 1 本ずつの線を使用して、 1 ビッ トず

つデータを送信する手法です。

4.2. イ ン タ フ ェース

(1) ケーブルの仕様

接続するケーブルの仕様は、 以下のとおりです。

• D-Sub 9 ピン メ ス

• No.4-40 UNC
• ク ロス結線
• シールド つき
• 長さ 10m 以下

ピン配置は、 以下のとおりです。

ピン 信号名 説明

1 － －

2 RXD 受信データ

3 TXD 送信データ

4 DTR データ端子レデ ィ

5 SG 信号用接地

6 DSR データ セ ッ ト レデ ィ

接続例 ： パソ コ ン と接続する場合
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(2) 通信の設定

通信に関する設定内容は、 以下のとおりです。

*1 調歩同期方式は、 伝送する情報のそれぞれの文字を挟む形です。 文字の始ま り を示す 「スタート

ビッ ト 」 と文字の終わり を示す 「ス ト ップビッ ト 」 が付加されます。 伝送しないと きは、 常にス

ト ップビッ トの状態とな り ます。 受信側はスタート ビッ ト を検出する と、 その次の文字を受け取る

という こ とを繰り返すこ とによって情報を受信します。

*2 パリティを用いてデータの誤り を検出する手法です。 パリティは、 データを 2 進数で表したと きの

「0」 または 「1」 の数が、 偶数個であるか奇数個であるかを表す 1 ビッ トデータです。

*3 通信速度です。 bps は 1 秒間に送るデータ量を示す単位です。

*4 データ通信において、 送信／受信デバイス間で送信の停止／再開などのマネージメン ト を行う制御

です。

*5 伝送されたデータに誤りがないかど うかをチェッ クする方法の 1 つです。 あらかじめデータの合計

値を計算しておき、 データの伝送のと きに、 データ と合計値を送り、 受信側では受信データの合計

を計算して、 送信側で計算した合計値と比較します。 伝送されたデータの値に誤りがあれば、 合計

値は一致しないので、 誤り を検出できます。

7 RTS 送信要求

8 CTS 送信可

9 － －

－ FG 保安用接地またはケーブルのシールド

接続ケーブルには、 シールド線付きケーブルを使用し て く だ さい。
コネク タケースには、 EMI （電磁障害） 対策品を使用し て く だ さい。

項目 設定値

電気的イ ン タ フ ェース RS-232C 準拠

同期方式 調歩同期式 *1

データ ビ ッ ト 長 8 ビ ッ ト

ス ト ッ プビ ッ ト 長 1 ビ ッ ト

パリ テ ィ チ ェ ッ ク *2 偶数

ボーレー ト *3 9600bps

フ ロー制御 *4 な し

チ ェ ッ クサム *5 な し

デリ ミ タ ETX な し

ピン 信号名 説明


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4.3. 通信手順

通信に使用する文字コードは、 アスキーコードです。

1 回に送受信できるデータ量は、 STX、 ETX を含み、 最大で 2048 バイ トに制限されてい

ます。

伝送異常 （パリティエラーなど） が発生した場合、 そのデータは破棄されます。

ETX までのデータを正常に受信できた場合のみ、 ACK、 NAK、 通常データのいずれかが

応答されます。

4.4. 通信プロ ト コル

通信のデータフォーマッ トは、 基本的に以下の要素で構成されます。

(1) 伝送制御コー ド

通信で使用する伝送制御コードは、 以下のとおりです。

名称 値 内容

STX 0x02 伝送の開始

ETX 0x03 伝送の終了

ACK 0x06 正常に受信

NAK 0x15 受信異常、 処理不能

NAK が発生する条件

・ チ ェ ッ クサムが異常
・ 指定のコマン ドが存在し ない
・ 指定された数値が設定範囲を超えている
・ 内部 RAM の容量が不足し ている
・ 指定のコマン ドが現在実行できない
　 （スキャニング不可能な と きにスキャニング開始を指示し た場合など）
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(2) 数値の表現

• 符号

• 数値

数値は特に指定がない場合、 10 進数で表し ます。

• 小数点を含むデータ

(3) 文字列の表現

* 通常、 カンマはデータ区切りの特殊文字と して扱われるので、 表現されません。 カンマそのものを表

したいと きは、 特殊文字 「¥」 を前に付加して使用します。

「¥」 の後にある文字は、 データ区切りなどの特殊文字と して扱われないので、 「¥,」 とする と 「,」 を

1 文字指定したこ とになり ます。 なお、 「¥」 とい う文字を表したい場合は、 「¥¥」 とな り ます。

* 特に記載されていない場合、 文字列長は最大 40 バイ ト と します。

プ ラス 数値の前には何も付きません。

マイナス 文字の先頭に 0x2D を付加し ます。

ただし、 16 進数の場合、 マイナスはあ り ません。

10 進数 ASCII コー ドは、 0x30 ～ 0x39 までが使えます。

16 進数

（チ ェ ッ クサム部で使用）

10 進数で使用できる ASCII コー ド に 0x41 ～ 0x46 までが追

加されます。
英小文字は使用できません。

数値の表記例

ASCII コー ド

（記号 ・ 英数字）

0x20 ～ 0x7F までの 1 バイ ト コー ド

半角カ タ カナ 0xA1 ～ 0xDF までの 1 バイ ト コー ド

漢字 0x80 ～ 0x9F、 0xE0 ～ 0xFF までのコー ドから始まる 2 バイ ト

のシフ ト JIS コー ド

文字列の表記例

10 1 0x31
10 -1 0x2D, 0x31
16 FFA0 0x46, 0x46, 0x41, 0x30

45000000
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4.5. コマン ド一覧

コマンドは以下のとおりです。

コマンド部の先頭は、 コマンドの詳細を意味します。

4.5.1. コマン ド詳細

(1) RTR ／ RTW （軸回転角度）

レイアウ トデータ全体の軸回転角度の読み出し と書き込みをします。

最小設定単位は 0.000001° です。

コマン ド 機能内容

読み出し 書き込み パラ メ ータ名 最小設定単位／設定内容

RTR RTW

X, Y 軸

軸回転角度 0.000001°

XOR XOW X 軸オフセ ッ ト 1μm

YOR YOW Y 軸オフセ ッ ト 1μm

XYR XYW
X 軸オフセ ッ ト

Y 軸オフセ ッ ト

軸回転角度

1μm
1μm
0.000001°

LMR LMW

レーザ制御

レーザ起動
0 ： 消灯

1 ： 点灯

MSR MSW スキャニング開始
0 ： 終了

1 ： スキャニング中

TSR TSW テス ト スキャニング開始
0 ： 終了

1 ： テス ト スキャニング中

GLR GLW ガイ ド光
0 ： 消灯

1 ： 点灯

LNR LNW レ イアウ ト 番号の選択 レ イアウ ト 番号

RLR RLW 外部制御切替
0 ： ローカル （内部）

1 ： リ モー ト （外部）

DSR DSW 分岐シャ ッ タ開閉
0 ： 分岐シャ ッ タ閉

1 ： 分岐シャ ッ タ開

MRR MRW スキャニン
グデータ

スキャニングデータ レ イアウ ト 番号

ERR

保守

エラーリ セ ッ ト

TRB 異常コー ド取得

WSR WSW スキャナウォームア ッ プ
実行

WWWR00
レーザパ
ワーモニ タ
制御

パワーモニ タデータ取得

WWWR95 パワーモニ タのカウン ト
取得
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(2) XOR ／ XOW （X 軸オフセ ッ ト ）

レイアウ トデータ全体の X 軸オフセッ トの読み出し と書き込みをします。

最小設定単位は 1μm です。

(3) YOR ／ YOW （Y 軸オフセ ッ ト ）

レイアウ トデータ全体の Y 軸オフセッ トの読み出し と書き込みをします。

最小設定単位は 1μm です。

(4) XYR ／ XYW （X 軸オフセ ッ ト 、 Y 軸オフセ ッ ト 、 軸回転角度）

レイアウ トデータ全体の X 軸オフセッ ト、 Y 軸オフセッ ト、 軸回転角度の読み出し

と書き込みをします。

■ 書き込み （XYW t0, t1, t2）

t0 ： X 軸オフセ ッ ト （μm 単位）

t1 ： Y 軸オフセ ッ ト （μm 単位）

t2 ： 軸回転角度 （0.000001° 単位）

(5) LMR ／ LMW （レーザ起動）

LD/HV 点灯状態の読み出し と書き込みをします。

設定は、 0 ： 消灯、 1 ： 点灯です。

(6) MSR ／ MSW （スキャニング開始）、 TSR ／ TSW （テス ト スキャニング開始）

スキャニング状態の読み出し と書き込みをします。

読み出しの設定は、 0 ： 終了、 1 ： スキャニング中です。

書き込みの設定は、 0 ： スキャニング中止、 1 ： スキャニング開始です。

1 の書き込み （スキャニング開始） は、 外部制御切替がローカル （内部） の場合に

のみ有効です。 0 の書き込み （スキャニング中止） は、 外部制御切替がローカル／

リモートいずれの場合でも有効です。

(7) GLR ／ GLW （ガイ ド光）

ガイ ド光点灯状態の読み出し と書き込みをします。

設定は、 0 ： 消灯、 1 ： 点灯です。

(8) LNR ／ LNW （レ イアウ ト 番号の選択）

現在選択されているレイアウ ト番号の読み出しをします。

また、 レイアウ ト番号を指定の値にします （書き込み）。

(9) RLR ／ RLW （外部制御切替）

現在の外部制御状態を取得します。

また、 制御方式を切り替えます。

設定は、 0 ： ローカル （内部）、 1 ： リ モート （外部） です。

ローカル レ イアウ ト 番号と スキャニングス ター ト は、 パソ コ ンまたは RS-232C から
の設定が有効にな り ます。

リ モー ト レ イアウ ト 番号と スキャニングス ター ト は、 外部入力信号からの設定が有
効にな り ます。
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(10) DSR* ／ DSW （分岐シャ ッ タ開閉）

*DSR コマン ドはコ ン ト ローラバージ ョ ン V00-05E 以降で有効です。

分岐シャッ タの開閉状態の読み出し と設定 （書き込み） をします。

■ 読み出し （DSR）

■ 書き込み （DSW t0, t1）

t0 ： 分岐シャ ッ タ番号 （1 ～ 6）

t1 ： 開閉状態 （0 ： 閉、 1 ： 開）

(11) MRR ／ MRW （スキャニングデータ）

既存のレイアウ ト番号と指定行の情報を取得 （読み出し）、 および設定を変更 （書
き込み） します。

■ 行列データの読み出し （MRR s0, 1, 5, s3）

s0 ： レ イアウ ト 番号

s3 ： 行列番号 （複数指定可）

PC →コ ン ト ローラ ： DSR

コ ン ト ローラ→ PC ： S0, S1, S2, S3, S4, S5

S0 分岐シャ ッ タ 1 状態 0 ： 閉 1 ： 開

S1 分岐シャ ッ タ 2 状態 0 ： 閉 1 ： 開

S2 分岐シャ ッ タ 3 状態 0 ： 閉 1 ： 開

S3 分岐シャ ッ タ 4 状態 0 ： 閉 1 ： 開

S4 分岐シャ ッ タ 5 状態 0 ： 閉 1 ： 開

S5 分岐シャ ッ タ 6 状態 0 ： 閉 1 ： 開

例

レ イアウ ト 番号 1、 行列番号 1, 2, 10 の情報を取得する場合

PC →コ ン ト ローラ ： MRR1, 1, 5, 1, 2, 10

コ ン ト ローラ→ PC ： 10000,0,45000001,20000,0,0,20000,20000,0

行列番号 1 ：
X オフセ ッ ト 10.000mm、 Y オフセ ッ ト 0.000mm、 軸回転
角度 45.000001 度
行列番号 2 ：
X オフセ ッ ト 20.000mm、 Y オフセ ッ ト 0.000mm、 軸回転
角度 0.000000 度
行列番号 10 ：
X オフセ ッ ト 20.000mm、 Y オフセ ッ ト 20.000mm、 軸回
転角度 0.000000 度
の場合
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■ 行列データの書き込み （MRW t0, 1, 5, t3, t4, t5, t6）

t0 ： レ イアウ ト 番号

t3 ： 行列番号 （0 ～ 9999）

t4 ： X オフセ ッ ト （μm 単位）

t3 ： Y オフセ ッ ト （μm 単位）

t6 ： 軸回転角度 （0.000001° 単位） -180.000000 を指定する と、 その行列番号はスキャニ

ングし ません。

(12) ERR （エラーリ セ ッ ト ）

現在発生している異常をク リ アします。

(13) TRB （異常コー ド取得）

現在発生している異常コードをすべて取得します。

例

レ イアウ ト 番号 1、 行列番号 10 の X オフセ ッ ト を 20.000mm、 Y オフセ ッ ト を
20.000mm、 軸回転角度を 0.000000° に変更する場合

PC →コ ン ト ローラ ： MRW1, 1, 5, 10, 20000, 200000, 0

行列番号について

行列番号は行列のスキャニング順を表し、 0 番から最大 9999 番まで連番で割り振られま

す。 SWDraw2 で行列を作成する際、 " 行優先 " で作成するか " 列優先 " で作成するかで行

列番号は変わり ます。

＜行優先＞ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＜列優先＞

行列の X オフセ ッ ト と Y オフセ ッ ト は、 原点 （0,0） からの絶対座標と な

り ます。 また、 軸回転角度は図形の左下座標を中心に回転し ます。

PC →コ ン ト ローラ ： ERR

例

非常停止中、 レ イアウ ト コマン ド異常が発生し ている場合

PC →コ ン ト ローラ ： TRB

コ ン ト ローラ→ PC ： 11, 22

複数の異常が発生し ている場合は、 すべての異常コー ドがカ ンマ区切り で続きます。
（異常番号の小さい方から順に送信される とは限り ません。）
また、 異常がない場合は、 STX と ETX と チ ェ ッ クサムだけが返信されます。


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(14) WSR ／ WSW （スキャナウォームア ッ プ実行）

現在のスキャナウォームアップの状態を取得 （読み出し） します。

また、 スキャナウォームアップを実行します。

■ 読み出し （WSR）

s0 ： スキャナウォームア ッ プ状態 （0 ： ウォームア ッ プ停止中、 1 ： ウォームア ッ プ実行

中、 2 ： ウォームア ッ プ停止中で実行不可）

■ 書き込み （WSW）

t0 ： ウォームア ッ プ回数 （スキャナの往復数） （省略時は 10 回）

(15) WWWR00 （パワーモニ タデータ取得）

パワーモニタのデータを取得 （読み出し） します。

例

ウォームア ッ プ実行中の場合

例

ウォームア ッ プ回数 5 回で、 スキャナウォームア ッ プを実行する場合

PC →コ ン ト ローラ ： WWWR00t0t1

t0 スケジュール No. 00 ～ 31 （YAG (SHG) レーザ装置）

0000 ～ 0255 （フ ァ イバレーザ装置）

t1 データ No.
（99 を設定する と、 右記の値を

カ ンマ区切り で一括取得できま

す）

01 レーザパワーモニ タデータのスケジュール
No.

02 ラ ンプ電力

03 レーザエネルギー

04 レーザパワーモニ タの波形データ数

05 レーザ出力時のパルス幅
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(16) WWWR95 （パワーモニ タのカウン ト 取得）

パワーモニタのカウン ト を取得 （読み出し） します。

コ ン ト ローラ→ PC ： s0

t1 の設定 データ範囲

s0 01 レーザパワーモニ タ
データのスケジュー
ル No.

00 ～ 31 （YAG (SHG) レーザ装置）

0000 ～ 0255 （フ ァ イバレーザ装置）

02 ラ ンプ電力 000 ～ 999 （×1%） （YAG (SHG) レーザ装置）

000 に固定 （フ ァ イバレーザ装置）

03 レーザエネルギー 0000 ～ 9999 （×0.1J） （YAG レーザ装置）

0000 ～ 9999 （×0.01J） （YAG SHG レーザ装置）

000000 ～ 999999 （×0.01J） （フ ァ イバレーザ装

置）

04 レーザパワーモニ タ
の波形データ数

000 ～ 108

05 レーザ出力時のパル
ス幅

000 ～ 100 （×0.1ms） （ML-2050A/2051A/2150A）

0000 ～ 1000 （×0.1ms） （上記以外の YAG レーザ

装置）
000 ～ 300 （×0.01ms） （YAG SHG レーザ装置）

0000 ～ 5000 （×0.1ms） （フ ァ イバレーザ装置）

例

フ ァ イバレーザ装置でスケジュール No.0001 のレーザエネルギー （99.99J） を取得する
場合

PC →コ ン ト ローラ ： WWWR00000103

コ ン ト ローラ→ PC ： 9999

PC →コ ン ト ローラ ： WWWR95t0t1

t0 スケジュール No. 00 ～ 31 （YAG (SHG) レーザ装置）

0000 ～ 0255 （フ ァ イバレーザ装置）

t1 データ No.
（99 を設定する と、 右記の値を

カ ンマ区切り で一括取得できま

す）

01 現在までの総出力回数

02 適正エネルギーでの出力回数

03 レーザ光の平均パワー

コ ン ト ローラ→ PC ： s0

t1 の設定 データ範囲

s0 01 現在までの総出力回
数 （フ ラ ッ シュ ラ ン
プ用）

000000000 ～ 999999999

02 適正エネルギーでの
出力回数

000000000 ～ 999999999

03 レーザ光の平均パ
ワー

0000 ～ 9999 （×0.1W） （YAG レーザ装置）

0000 ～ 9999 （×0.01W） （YAG SHG レーザ装置）

000000 ～ 999999 （×1W） （フ ァ イバレーザ装置）

04 現在までの総出力回
数 （波長交換結晶用）

000000000 ～ 999999999
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例

スケジュール No.0001 の適正エネルギーでの出力回数 （100 回） を取得する場合

PC →コ ン ト ローラ ： WWWR95000102

コ ン ト ローラ→ PC ： 000000100
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1. 基本仕様

* ケーブル接続部コネクタ、 LASER CONTROL ボタン、 フ ィルタ （カバー付き） は含みません。

第 7 章 仕様

項目 仕様

周囲温度
5 ～ 35 ℃ （結露凍結なきこ と）

注 ) 周囲温度 5 ℃未満の環境で使用する場合には、 弊社へご相談ください。

周囲湿度 80%RH 以下 （結露凍結なきこ と）

保管温度 -10 ～ 55 ℃ （結露凍結なきこ と）

保管湿度 80%RH 以下 （結露凍結なきこ と）

輸送振動 （梱包状態） 1.0G 以下 （水平）、 2.0G 以下 （鉛直）

輸送衝撃 （梱包状態） 10.0G 以下 （水平）、 20.0G 以下 （鉛直）

粉塵 8mg/m3 以下

電磁適合
性規格

イ ミ ュニ
テ ィ

以下に適合 ：
IEC61000-4-2( 静電気イ ミ ュニティ ： 接触放電 ±6kV　気中放電 ±8kV)
IEC61000-4-3( 放射電磁界 ： 10V/m 80 ～ 1000MHz)
IEC61000-4-4( ファス ト ト ランジェン トバース ト ノ イズ ： 電源 ±2kV　伝送ライン
±1kV)
IEC61000-4-5( 雷サージ ：電源 (L1-L2) ±1kV　電源 (L1-E,L2-E) ±2kV)
IEC61000-4-6( 伝導イ ミ ュニティ ： 10V/m 0.15 ～ 80MHz)
IEC61000-4-8( 磁界イ ミ ュニティ ： 36A/m)
IEC61000-4-11( ディ ップ / 瞬断 )

エ ミ ッ
シ ョ ン

以下に適合 ：
EN55011:2007+A2:2007( 放射雑音 )
EN55011:2007+A2:2007( 伝導雑音 )

電源電圧 単相 AC100V ～ 240V±15% （50/60Hz±3%）

消費電力 平均 ：約 45W、 ピーク時 ：約 140W

外形寸法 * 360(W)×420(D)×122(H)mm

質量 約 6.9kg
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2. 構成品

品名 型式 仕様 長さ 数量

スキャナコ
ン ト ローラ

GWM-STD/SHG AS1155495 － － 1

GWM-STD2-000 LP1201114 － － 1

スキャナ
ヘ ッ ド

GWM-STD LP1190959 1064nm －
1

（× 分岐数）

GWM-SHG LP1190961 532nm －
1

（× 分岐数）

GWM-STD2-000 LP1201182 1064nm － 1

EXT. I/O (1)-LASER 用

ケーブル

NSDJ-PP-JS-
37-10

スキャナコン ト ローラ－レーザ
装置間、 D-Sub 37 pin 10m 1

EXT. I/O (2)-LASER 用

ケーブル

NSDJ-PP-JS-
25-10

スキャナコン ト ローラ－レーザ
装置間、 D-Sub 25 pin 10m 1

EXT. I/O (3)-LASER 用

ケーブル

NSDJ-PP-JS-
9-10

スキャナコン ト ローラ－レーザ
装置間、 D-Sub 9 pin 10m 1

RS-485
ケーブル

GWM-STD/SHG AS1202425
スキャナコン ト ローラ－レーザ
装置間

10m 1

GWM-STD2-000 AS1201223 10m 1

ヘ ッ ド
制御外線
ケーブル

GWM-STD/SHG AS1202431 スキャナコン ト ローラ－スキャ
ナヘッ ド間、 高密度 D-Sub 44 
pin

5m 1
（× 分岐数）

GWM-STD2-000 AS1155387 5m 1

スキャナ
ケーブル

GWM-STD/SHG AS1201214 スキャナコン ト ローラ－スキャ
ナヘッ ド間、 ツイナッ クスケー
ブル 26 pin

5m 1
（× 分岐数）

GWM-STD2-000 AS1201217 5m 1

USB ケーブル
PNUC2-AB-

5M
スキャナコン ト ローラ－パソコ
ン間

5m 1

電源ケーブル AS1201213

定格 AC125V、 7A
注 ) 必ず定格内で使用してくだ

さい。 AC125V を超える電

源電圧で使用する場合は、
お客様にてご用意くださ
い。

5m 1
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3. 付属品

付属品の型式は、 予告なく変更する場合があ り ます。 変更される部品によっては、 取付
ネジの形状が変わり、 必要な工具が異なるこ とがあ り ます。 最新の部品情報については、
お近くの営業所にお問い合わせください。

品名 型式 仕様 数量

GWM シ リーズ

取扱説明書 CD-ROM
AS1155498 － 1

SWDraw2
取扱説明書 CD-ROM

AS1201118 － 1

PC ソ フ ト SWDraw2 AS1177027 － 1

ヘ ッ ド短絡コネク タ AS1164496

高密度 D-Sub 44 pin
注 ) 使用しないヘッ ド I/F コネクタがあ

る場合、 使用しないヘッ ド数分必要
とな り ます。

2
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4. 別売品

品名 仕様

パソ コ ン

パソコンスペッ クについては、

レーザ溶接用スキャニングシステム用ソフ ト ウェア SWDraw2 取扱説明書

をご確認ください。

取説番号 ： OM1201122
参照項目 ： Appendix A

レーザ装置

下記のレーザ装置を使用できます。
【YAG レーザ装置】

• ML-2050A/2051A/2150A
• ML-2350A/2350AF/2351A/2351AF
• ML-2450A/2451A
• ML-2550A/2551A/2552A/2553C
• ML-2650B/2651B
【フ ァ イバレーザ装置】
• ML-6700B/6810B
• ML-6040A
【YAG SHG レーザ装置】

• ML-8150A

光フ ァ イバ
使用するレーザ装置とレーザスケジュールに応じた光ファイバを選択して
ください。

CCD カ メ ラユニ ッ ト

カメ ラ ・ ビデオモニタを組み込むこ とで、 加工状態を確認しながら作業が
行えます。 詳細は、 弊社までお問い合わせください。
部品番号 ： 1011359 （ML-6810B 以外用）

部品番号 ： 1173011 （ML-6810B 用）
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1. GWM-STD/SHG

第 8 章 外観図

単位 ： mm

420420 111111
122122

36
0

36
0

(10)(10) (6)(6)

(7
)
(7
)



 2. GWM-STD2-000

57

GWM-STD/SHG/STD2-000

8
章

　
外

観
図

ス
キ

ャ
ナ

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

編

2. GWM-STD2-000

単位 ： mm

320 (4.8)(8) 136.5

35
9
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1. 用途別システム構成例

第 9 章 構成例

用途 レーザ装置 フ ァ イバ エ リ ア 出力制限 スポ ッ ト 径

微細溶接
ML-2051A

SI 0.1
35

7J/7W
0.08

60 0.15
SI 0.2 60 0.30

ML-6040A SI 0.05 □ 94 － 0.1

スポ ッ ト 溶接 ML-2351A
SI 0.3

35

50J/50W

0.30
60 0.56

SI 0.4 35 0.40
SI 0.6 35 0.60

高出力スポッ ト
溶接

ML-2450A SI 0.3 35 70J/140W 0.48

ML-2552A
SI 0.2

35 20J/150W 0.32
60 20J/150W 0.60

SI 0.3 35 20J/250W 0.48
ML-2651B SI 0.3 35 80J/200W 0.48

高出力シーム

溶接

ML-6700B SI 0.05 □ 94 － 0.1
ML-6810B SI 0.1 □ 94 － 0.2
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2. 高速溶接システム構成例

仕様 構成装置 型式 数量

微細スポ ッ ト 溶接システム
エリ ア ： φ35
スポッ ト径 ： φ0.2 以下

レーザ装置 ML-2051A-010-00-00 1
ファ イバ SI 0.1, 5 m 1

スキャナ
fθ レンズ ： f80

コ リ メータレンズ ： f100
1

パソコン Windows 10 Pro 1

スポ ッ ト 溶接システム
エリ ア ： φ60
スポッ ト径 ： φ0.6 以下

レーザ装置 ML-2351A-010-00-00 1
ファ イバ SI 0.3, 5 m 1

スキャナ
fθ レンズ ： f150

コ リ メータレンズ ： f80
1

パソコン Windows 10 Pro 1

高出力スポ ッ ト 溶接システム
エリ ア ： φ35
スポッ ト径 ： φ0.6 以下

パルスエネルギー： 65J

レーザ装置 ML-2651B-010-00-00 1
ファ イバ SI 0.3, 5 m 1

スキャナ
fθ レンズ ： f80

コ リ メータレンズ ： f50
1

パソコン Windows 10 Pro 1

高出力シーム溶接システム
エリ ア ： □ 94
スポッ ト径 ： φ0.1 以下

パルスエネルギー： 500J

レーザ装置 ML-6700B-010-00-00 1
ファ イバ SI 0.05, 5 m 1

スキャナ
fθ レンズ ： f163

コ リ メータレンズ ： f80
1

パソコン Windows 10 Pro 1
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1. 点検 ・ 交換作業にあたって

この章では、 お客様自身で行っていただける簡単な保守作業について説明します。

装置の性能が正し く発揮されるよ うに、 1 年ごとの定期点検と 2 年ごとの総点検をおす

すめします。

詳細については、 弊社までお問い合わせください。

2. 部品交換について

保守部品は、 使用している うちに性能が劣化し、 修理や交換が必要な場合があ り ます。
以下の表を参考にして、 定期的に点検してください。

*1 作業周期はメンテナンス時期および部品期待寿命であ り、 保証期間とは異なり ます。

*2 装置を長期間休止する場合は、 寿命が短くな り ます。

第 10 章 機器の点検 ・ 交換

装置を安全に停止するため、 保守作業は、 装置の電源を切り、 5 分以上

待ってから行って く だ さい。
電源が入ったまま装置の内部に触れる と、 感電するおそれがあ り ます。

• 保守部品については、 弊社純正の部品をご使用 く だ さい。
• 非純正部品または非純正部品のご使用に起因する不具合への対応につい

ては、 保守契約期間または保証期間内であっても有償と な り ます。

品名 型式 作業周期
（目安） *1

保守内容

リ チウム電池 *2 CR2450/BK 3 年

寿命が来たら交換
『第 10 章 3. バッ クア ッ プ用リ チ

ウム電池の交換 (61 ページ )』 参

照
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3. バッ クア ッ プ用リ チウム電池の交換

3.1. リ チウム電池について

スキャナコン ト ローラ内には、 バッ クアップ用のリチウム電池が内蔵されています。 こ
のバッテ リが消耗する と、 スキャナコン ト ローラの電源スイ ッチを OFF にしたと きにメ

モ リに内容が失われます。 そのため、 以下のどちらかの時点で、 新しいバッテ リ を当社
よ り ご購入の上、 交換してください。

・ バッテ リ を交換してから 3 年経過した場合

・ バッテ リ異常が最初に表示されてから 7 日以内

3.2. 準備する

リチウム電池の交換には、 以下のものが必要です。

・ リチウム電池 （新品）

・ 六角棒スパナ

・ + ド ラ イバ

3.3. リ チウム電池を交換する

1 交換の約 30 分前にスキャナコ ン ト ローラの電源スイ ッ チを ON にし て、通電状態に

し ます。 これは、 バッ テ リ取り外し交換の間、 内部にデータ保持用の電源をチャー
ジするために必要な手順です。 すでに 30 分以上、 運転されている場合は、 この手

順は不要です。

2 スキャナコ ン ト ローラの電源スイ ッ チを OFF にし ます。

 GWM-STD/SHG

3 スキャナコ ン ト ローラ側面の

アースに接続されているネジ
を取り外し ます。

4 スキャナコ ン ト ローラ側面下

部のネジ 4 か所を取り外し ま

す。

5 カバーを前方に引いて取り外

し ます。

アースネジ (M3) 1 個

ネジ (M3) 左右計 4 個

カバーを前方に引き抜 く
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 GWM-STD2-000

3 スキャナコ ン ト ローラ上部のネジ 4 か所

を取り外し ます。

4 スキャナコ ン ト ローラ側面下部のネジ 4
か所を取り外し ます。

5 カバーを上方に持ち上げて取り外し ま

す。

6 制御基板のリ チウム電池を取り外し ま

す。

7 新しい リ チウム電池を取り付けます。

極性に注意し て く だ さい。

8 取り外し たカバーを元に戻し ます。

リ チウム電池には危険物質が含ま
れています。 破棄する際は、 地域
の条例に従って処理し て く だ さい。

ネジ 計 4 個

ネジ 左右計 4 個

カバーを上方に

持ち上げる

リチウム電池

制御基板


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4. メ モ リ カー ドの取り扱い

万一の場合に備えて、 メモ リ カードの定期的なバッ クアップをおすすめします。

また、 装置を初めてご使用になる前には、 必ずバッ クアップを行ってください。

メモ リ カードを差し込む際は、 メモ リ カードスロ ッ トのピン折れにご注意ください。

バッ クアップには、 コンパク ト フラ ッシュ リーダー、 またはコンパク ト フラ ッシュアダ
プターが必要です。 別途ご用意ください。

4.1. メ モ リ カー ド をバッ クア ッ プする

1 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ リーダー、 またはコ ンパク ト フ ラ ッ シュアダプ ターで メ モ リ

カー ド をパソ コ ンに認識させます。

詳細については、 ご使用のコンパク ト フラ ッシュ リーダー、 またはコンパク ト フラ ッシュアダプターの取

扱説明書を参照してください。

2 「マイ コ ンピ ュータ」 アイ コ ンを選択し て、 メ モ リ カー ドが正し く 認識されたこ と

を確認し ます。

メモ リ カードのド ライブが増えていれば、 準備完了です。

認識されていない場合の対処方法については、 コンパク ト フラ ッシュ リーダーまたはコンパク ト フラ ッ

シュアダプターの取扱説明書を参照してください。

3 メ モ リ カー ドのド ラ イブは、 以下のよ

う な構成になっています。

・  SYSTEM
・  AUTORUN
・  Stsfile
・  feel

4 メ ニューから 「編集」 － 「すべて選択」

を選択し ます。

アイコンがすべて反転表示されます。

5 メ ニューから 「編集」 － 「コ ピー」 を

選択し ます。

6 バッ クア ッ プデータ を保存先のデ ィ レ

ク ト リ に移動し ます。
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7 メ ニューから 「編集」 － 「貼り付け」

を選択し ます。

右図は、 デスク ト ップ上に作成した 「CFBackup」
フォルダに、 メモ リ カードの中身をコピーした例で

す。

以上でバッ クアップが終了しました。

4.2. メ モ リ カー ド を復旧する

バッ クアップしたデータは、 メモ リ カードに戻すこ とができます。

1 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ リーダー、 またはコ ンパク ト フ ラ ッ シュアダプ ターで メ モ リ

カー ド をパソ コ ンに認識させます。

詳細については、 ご使用のコンパク ト フラ ッシュ リーダー、 またはコンパク ト フラ ッシュアダプターの取

扱説明書を参照してください。

2 「マイ コ ンピ ュータ」 アイ コ ンを選択し て、 メ モ リ カー ドが正し く 認識されたこ と

を確認し ます。

メモ リ カードのド ライブが増えていれば、 準備完了です。

認識されていない場合の対処方法については、 コンパク ト フラ ッシュ リーダー、 またはコンパク ト フラ ッ

シュアダプターの取扱説明書を参照してください。

3 メ モ リ カー ドのド ラ イブのデ ィ レ ク ト リ を開きます。

4 メ ニューから 「編集」 － 「すべて選択」 を選択し ます。

アイコンがすべて反転表示されます。

5 ＜ Delete ＞キーを押し ます。

6 バッ クア ッ プデータが保管されているデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

7 メ ニューから 「編集」 － 「すべて選択」 を選択し ます。

アイコンがすべて反転表示されます。

8 メ ニューから 「編集」 － 「コ ピー」 を選択し ます。

9 メ モ リ カー ドのド ラ イブのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

10 メ ニューから 「編集」 － 「貼り付け」 を選択し ます。

以上でバッ クアップしたデータを メモ リ カードに戻すこ とができました。
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4.3. メ モ リ カー ドの容量を確認する

「パソコンからデータを転送できない」 などの不具合が生じた場合は、 メモ リ カードの容
量を確認してください。

1 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ リーダー、 またはコ ンパク ト フ ラ ッ シュアダプ ターで メ モ リ

カー ド をパソ コ ンに認識させます。

詳細については、 ご使用のコンパク ト フラ ッシュ リーダー、 またはコンパク ト フラ ッシュアダプターの取

扱説明書を参照してください。

2 「マイ コ ンピ ュータ」 アイ コ ンを選択し て、 メ モ リ カー ドが正し く 認識されたこ と

を確認し ます。

メモ リ カードのド ライブが増えていれば、 準備完了です。

認識されていない場合の対処方法については、 コンパク ト フラ ッシュ リーダー、 またはコンパク ト フラ ッ

シュアダプターの取扱説明書を参照してください。

3 メ モ リ カー ドのド ラ イブのアイ コ ンを

右ク リ ッ ク し、 メ ニューから 「プロパ
テ ィ 」 を選択し ます。

「空き領域」 がメモ リ カードの容量の 10% 以下にな

る と、 容量不足とな り、 誤動作しやすくな り ます。

この場合は、 容量の大きいメモ リ カード ( 別売 ) を
ご購入ください。
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装置に異常が発生したと き、 ［RAS］ ボタンを押すとパソコンに異常内容を表示します。

［RAS］ ボタンについての詳細は、 SWDraw2 の取扱説明書を参照してください。

第 11 章 異常表示一覧

異常内容 処置

1 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

2 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

3 部品未登録 部品データが登録されていません。 登録し て く だ さい。

4 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

5 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

6 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

7 レ イアウ ト データ未登録
レ イアウ ト データが登録されていません。 登録し て く だ さい。 「0」 以外

のレ イアウ ト 番号を選択し て く だ さい。

8 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

9 スキャニングスピー ド異常
スキャニングスピー ドの設定値の異常です。 スキャニングスピー ド を調
整し て く だ さい。

10 ACK タ イムオーバー
搬送機から、 時間内に ACK （動作完了） 応答があ り ません。 搬送機を調

べて く だ さい。

11 レ イアウ ト コマン ド異常
レ イアウ ト 異常です。 本体とパソ コ ンを再起動し た後、 レ イアウ ト デー
タ を転送し て く だ さい。

12 レ イアウ ト パラ メ ータ異常
レ イアウ ト 異常です。 本体とパソ コ ンを再起動し た後、 レ イアウ ト デー
タ を転送し て く だ さい。

13 レ イアウ ト コマン ド不足異
常

レ イアウ ト 異常です。 本体とパソ コ ンを再起動し た後、 レ イアウ ト デー
タ を転送し て く だ さい。

14 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

15 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

16 スキャニングエ リ ア異常
レ イアウ ト 異常です。 本体とパソ コ ンを リ セ ッ ト 後、 レ イアウ ト データ
を転送し て く だ さい。

17 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。
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18 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

19 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

20 バッ テ リ電圧低下 本体のバッ テ リ電圧が低下し ています。 バッ テ リ を交換し て く だ さい。

22 非常停止中

非常停止信号が入力されま し た。 外部 I/O 制御コネク タの外部非常停止

入力を閉路し て く だ さい。 また、 本体正面および操作パネルの
EMERGENCY STOP ボタ ンを解除し て く だ さい。

60
～
79

コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

83 メ モ リ カー ド異常
メ モ リ カー ドの異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊社
までご連絡 く だ さい。

84 メ モ リ カー ド容量オーバー
メ モ リ カー ドの容量がいっぱいにな り ま し た。 データ を削除するか、 新
しい メ モ リ カー ド を用意し て く だ さい。

85
～
96

コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

97 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

98 RAM 登録メ モ リ オーバー も し、 このメ ッ セージが表示されたら、 弊社までご連絡 く だ さい。

99 部品登録メ モ リ オーバー
部品の登録で メ モ リ オーバー、 または登録できない部品があ り ます。 部
品の登録を見直し て く だ さい。

100 レ イアウ ト 登録 メ モ リ オー
バー

レ イアウ ト フ ァ イルの登録で メ モ リ オーバー、 または登録できないレ イ
アウ ト フ ァ イルがあ り ます。 レ イアウ ト フ ァ イルの登録を見直し て く だ
さい。

110 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

111 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

112 コ ン ト ローラ異常
コ ン ト ローラ部の異常です。 電源を再度入れても異常が出る場合は、 弊
社までご連絡 く だ さい。

113 RS-485 コマン ド異常
RS-485 コマン ドの異常です。 正しいレーザ装置が接続されているか確

認し て く だ さい。

114 RS-485 通信異常
レーザ装置と通信できません。 RS-485 ケーブルが接続されているか確

認し て く だ さい。

115 メ モ リ スイ ッ チ異常
メ モ リ スイ ッ チ異常です。 このメ ッ セージが表示されたら、 弊社までご
連絡 く だ さい。

116 溶接機登録異常
溶接機登録異常です。 このメ ッ セージが表示されたら、 弊社までご連絡
く だ さい。

117 スキャナ接続異常 スキャナ接続異常です。 正し く 接続されているか確認し て く だ さい。

118 I/O ケーブル接続異常
スキャナコ ン ト ローラ と レーザ装置間の EXT. I/O(1)-LASER 用ケーブル

が未接続です。 正し く 接続されているか確認し て く だ さい。

異常内容 処置
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120 安全シャ ッ タ開表示 LED
不良 (1)

安全シャ ッ タ開表示 LED 不良です。 このメ ッ セージが表示されたら、

弊社までご連絡 く だ さい。

121 LD(HV) 点灯表示 LED 不良
(1)

LD(HV) 点灯表示 LED 不良です。 このメ ッ セージが表示されたら、 弊社

までご連絡 く だ さい。

122 サーマルイ ン タ ロ ッ ク中
(1)

スキャナヘ ッ ドのサーマルイ ン タ ロ ッ ク中です。 しばら く 時間をおき、
冷却し て く だ さい。 十分冷却された状態でも発生する場合は、 弊社まで
ご連絡 く だ さい。

123 ヘ ッ ド カバーオープン (1)
ヘ ッ ド カバーが外れています。 カバーを取り付けて く だ さい。
または、 背面の短絡コネク タが外れている可能性があ り ます。 確認し て
く だ さい。

124 スキャナモニ タユニ ッ ト 異
常 (1)

スキャナモニ タユニ ッ ト で異常を検出し ま し た。 スキャナヘ ッ ド に冷却
水が正し く 流れているか確認し て く だ さい。 それでも異常が出る場合
は、 弊社までご連絡 く だ さい。

130 安全シャ ッ タ開表示 LED
不良 (2)

安全シャ ッ タ開表示 LED 不良です。 このメ ッ セージが表示されたら、

弊社までご連絡 く だ さい。

131 LD(HV) 点灯表示 LED 不良
(2)

LD(HV) 点灯表示 LED 不良です。 このメ ッ セージが表示されたら、 弊社

までご連絡 く だ さい。

132 サーマルイ ン タ ロ ッ ク中
(2)

スキャナヘ ッ ドのサーマルイ ン タ ロ ッ ク中です。 しばら く 時間をおき、
冷却し て く だ さい。 十分冷却された状態でも発生する場合は、 弊社まで
ご連絡 く だ さい。

133 ヘ ッ ド カバーオープン (2)
ヘ ッ ド カバーが外れています。 カバーを取り付けて く だ さい。
または、 背面の短絡コネク タが外れている可能性があ り ます。 確認し て
く だ さい。

134 スキャナモニ タユニ ッ ト 異
常 (2)

スキャナモニ タユニ ッ ト で異常を検出し ま し た。 スキャナヘ ッ ド に冷却
水が正し く 流れているか確認し て く だ さい。 それでも異常が出る場合
は、 弊社までご連絡 く だ さい。

140 安全シャ ッ タ開表示 LED
不良 (3)

安全シャ ッ タ開表示 LED 不良です。 このメ ッ セージが表示されたら、

弊社までご連絡 く だ さい。

141 LD(HV) 点灯表示 LED 不良
(3)

LD(HV) 点灯表示 LED 不良です。 このメ ッ セージが表示されたら、 弊社

までご連絡 く だ さい。

142 サーマルイ ン タ ロ ッ ク中
(3)

スキャナヘ ッ ドのサーマルイ ン タ ロ ッ ク中です。 しばら く 時間をおき、
冷却し て く だ さい。 十分冷却された状態でも発生する場合は、 弊社まで
ご連絡 く だ さい。

143 ヘ ッ ド カバーオープン (3)
ヘ ッ ド カバーが外れています。 カバーを取り付けて く だ さい。
または、 背面の短絡コネク タが外れている可能性があ り ます。 確認し て
く だ さい。

144 スキャナモニ タユニ ッ ト 異
常 (3)

スキャナモニ タユニ ッ ト で異常を検出し ま し た。 スキャナヘ ッ ド に冷却
水が正し く 流れているか確認し て く だ さい。 それでも異常が出る場合
は、 弊社までご連絡 く だ さい。

194 スキャナ温度または流量異
常

スキャナ温度または流量がワーニング状態で、 LD(HV) を ON にし てか

ら 30 分が経過し ま し た。 温度調整機能付きスキャナの場合は周囲温度

を、 モニ タユニ ッ ト 付きスキャナの場合は流量 （水またはエア） を確認
し て く だ さい。

198 条件 No. 切り替え異常 *1

レーザ装置の条件 No. の切り替えができません。

スキャナコ ン ト ローラ と レーザ装置間の EXT.I/O(1)-LASER 用ケーブル

が、 正し く 接続されているか確認し て く だ さい。
それでも異常が出る場合は、 弊社までご連絡 く だ さい。

異常内容 処置
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*1 本エラーは、 以下のスケジュールハンドシェイ ク機能を選択したと きのみ表示されます。

GWM スキャナコン ト ローラは、 EXT.I/O(1)-LASER ケーブルを通じて溶接機のスケジュール切り替

えをします。 スケジュール切り替えは、 高速化のため、 ［ハンドシェイ ク通信］ が OFF の状態では

オープンループ制御となっていますが、 設定を ON にするこ とで RS-485 ケーブルを用いたハンド

シェイ クによる確認機能を持たせるこ とが可能です。

ハンドシェイ クシーケンス （破線部分が ［ハンドシェイ ク通信］ が ON の場合の動作とな り ます）

* スケジュール番号の返答確認のため、 ［ハンドシェイ ク通信］ が OFF のと き と比較して、 1 スケジュー

ル切り替え当たり約 100ms タ ク トが増加します。 また、 1600ms 間スケジュール番号の返答確認が取れ

ない場合、 条件 No. 切り替え異常が発生します。

【正常時】

【異常時】
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【エラーコード 200 番以降のエラーについて】

エラーコード 200 番以降のエラーは、 レーザ装置側で発生したエラーを示します。 詳細

については、 接続しているレーザ装置の取扱説明書を参照してください。

なお、 SWDraw2 の RAS 画面に表示されるエラーコードは、 レーザ装置側のエラーコー

ドに、 機種ごとに異なる以下の番号を足した番号とな り ます。

レーザ装置のエラーコー ド +200 ML-2050A/2051A/2150A/8150A

レーザ装置のエラーコー ド +300
ML-2350A/2350AF/2351A/2351AF/2450A/2451A/
2550A/2551A/2552A/2553C/2650B/2651B

レーザ装置のエラーコー ド +5000 ML-6040A

レーザ装置のエラーコー ド +6000 ML-6700B/6810B
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1. ML-2050A/2051A/2150A

（プログラムバージ ョ ン V00-02L(2004 年 3 月発行 ) 以降対応）

【INITIAL 画面のメモリスイッチの設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「INITIAL 画面」 参照）

SW1-1 を ON ： AUTO-START で HV-ON しない

SW2-6 を ON ： 通信速度を 19200bps に設定する

SW3-7 を ON ： レーザ溶接用スキャニングシステムで使用する場合 ON にする

【CPU 基板 ME-1925 / ME-3023 / ME-3080 の DIP SW の設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「レーザス ター ト 信号 ・ 条件信号受付時間の変更」 参照）

レーザスタートディ レイを 1ms に設定する

ディ ップスイ ッチ 4 （SW4） の 1 番 ・ 2 番を ON

第 12 章 レーザ装置の設定
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2. ML-2350A/2350AF/2351A/2351AF/2450A/2451A/
2550A/2551A/2552A/2553C

（プログラムバージ ョ ン V00-02H(2004 年 3 月発行 ) 以降対応）

【INITIAL 画面のメモリスイッチの設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「INITIAL 画面」 参照）

SWITCH 1-1 を ON ： AUTO-START で HV-ON しない

SWITCH 2-6 を ON ： 通信速度を 19200bps に設定する

SWITCH 3-2,3 を ON、 4 を OFF ：レーザスタートディ レイ 1ms

SWITCH 3-7 を ON： レーザ溶接用スキャニングシステムで使用する場合 ON
にする

3. ML-2650B/2651B

（プログラムバージ ョ ン V00-02H(2004 年 3 月発行 ) 以降対応）

【MEMORY SWITCH 画面のメモリスイッチの設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「MEMORY SWITCH 画面」 参照）

SWITCH 1-1 を ON ： AUTO-START で LD(HV)-ON しない

SWITCH 2-6 を ON ： 通信速度を 19200bps に設定する

SWITCH 3-2,3 を ON、 4 を OFF ：レーザスタートディ レイ 1ms

SWITCH 3-7 を ON ： レーザ溶接用スキャニングシステムで使用する場合 ON
にする
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4. ML-6700B/6810B/6040A

【INITIALIZE 画面の PREFERENCE の設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「PREFERENCE 画面」 参照）

BAUD RATE を 57600 ： 通信速度を 57600bps に設定する

　 または

BAUD RATE を 19200 ： 通信速度を 19200bps に設定する

LD AUTO START を NOT ： AUTO-START で LD-ON しない

LASER START DELAY を 1ms ： レーザスタートディ レイ 1ms

【INITIALIZE 画面のメモリスイッチの設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「INITIALIZE 画面」 参照）

SWITCH 3-7 を ON ： レーザ溶接用スキャニングシステムで使用する場合 ON にする
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5. ML-8150A

【MEMORY SWITCH 画面のメモリスイッチの設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「MEMORY SWITCH 画面」 参照）

SWITCH 1-1 を ON ： AUTO-START で HV-ON しない

SWITCH 2-6 を ON ： 通信速度を 19200bps に設定する

SWITCH 3-7 を ON ： レーザ溶接用スキャニングシステムで使用する場合 ON にする

【CPU 基板 ME-1925 / ME-3023 / ME-3080 の DIP SW の設定】

（レーザ装置の取扱説明書 「レーザス ター ト 信号 ・ 条件信号受付時間の変更」 参照）

レーザスタートディ レイを 1ms に設定する

ディ ップスイ ッチ 4 （SW4） の 1 番 ・ 2 番を ON、 3 番を OFF

通信速度を 19200bps に設定し た場合、

SWITCH 2-7 は 「OFF」 と な り ます。
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